特徴的なリンパ節転移を認めた,上眼瞼Merkel細胞癌の１例 by 土田, 圭祐 et al.
３．子宮内膜間質肉腫の術後骨盤内再発に対する炭素イオ
ン線治療
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【背 景】 子宮内膜間質肉腫 (Endometrial Stromal Sar-
coma:ESS)は子宮肉腫では3番目に多い組織型だが,組織
学的診断に苦慮する症例も少なくない.また,本疾患の進
行・再発症例に対する治療法も確立されていない.今回
ESS術後再発切除不能例に対し,炭素イオン線治療を施行
した症例を経験したので報告する.【症 例】 54歳女性
で49歳時に子宮筋腫と診断され子宮全摘術が施行された.
術後4年目に左下肢痛を自覚し,MRIで左骨盤壁に接する
7 cm超大の腫瘤が認められたが,切除困難と判断された.
炭素イオン線治療目的で当院に紹介され,初回切除標本を
見直し,ESSと診断された.スペーサー挿入の上,総線量
70.4 Gy(RBE)/16回の炭素イオン線治療が施行された.照
射後にMPA療法が開始された.治療開始6か月時点で腫
瘍は縮小傾向にあり,重篤な有害事象は認められていない.
放医研で同様に炭素イオン線治療を行った一例の長期経過
も合わせて報告する.【結 語】 切除不能ESS再発病変
に対し,炭素イオン線治療が有効な可能性が示唆された.
４．特徴的なリンパ節転移を認めた,上眼瞼Merkel細胞癌
の１例
土田 圭祐，齋藤 淳一，白井 克幸
武者 篤，水上 達治，阿部 孝憲
川嶋 基敬，深田 恭平，大野 達也
中野 隆史（群馬大医・附属病院・放射線科）
【背 景】 Merkel細胞癌は皮膚の小細胞癌と称され,転移
しやすく予後不良とされている.術後予防域を含めた照射
が有用との報告がある.特徴的なリンパ節転移を認め,術
後IMRTを施行した上眼瞼Merkel細胞癌の1例を報告す
る.【症 例】 66歳男性.右上眼瞼に腫瘤を認め,切除術
でMerkel細胞癌と診断された.4か月後,局所再発し,1 cm
大の腫瘤を形成.同側耳下腺リンパ節,深頸部リンパ節の
腫大を複数認めた.当院で眼瞼部腫瘍摘出術および同側耳
下腺全摘術,頸部郭清術を施行された.病理学的に局所は
断端陰性.耳下腺リンパ節,上・中・下内深頸リンパ節,副
神経リンパ節に複数の転移を認めた.顎下リンパ節転移は
認めなかった.術後再発予防に上眼瞼のリンパ流を考慮し,
耳前部から頸部リンパ節領域にIMRTを用いた54 Gy/27
分割のX線治療を施行した.リスク臓器の線量は許容範囲
内であった.【結 語】 上眼瞼Merkel細胞癌に対し術後
照射を施行した.IMRTを用いることで良好な線量分布を
得た.
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【目 的】 コンプトンカメラを用いた測定を行う際,線源
の位置によって同じ強度の線源を用いていてもイメージン
グ像上の輝度に違いが生じる.そのため,イメージング像
から線源強度を評価・比較することは困難であった.そこ
で,イメージング像から線源強度を求めるための手法につ
いて検討を行った.【方 法】 コンプトンカメラの視野
内の様々な位置に標準線源を設置し,そのイメージング像
を取得した.得られたそれぞれのイメージング像から,輝
度や点広がり関数などを求めて比較し,線源強度を求める
ための関数を導出した.【結 果】 イメージング像の最
大輝度とFWHMとの積が,位置に依存せずほぼ一定とな
ることがわかった.導出された関数により,イメージング
像から線源強度を算出することが可能となった.【結
語】 イメージング像から,点線源の線源強度を計算でき
ることが分かった.今後は面積や体積を持つ線源について
定量する手法の検討を行う予定である.
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【目 的】 Virtual Wedgeの設定可能なMUを検討し,臨
床における注意点を確認する.【方 法】 Siemens製
ONCORのVirtual Wedgeについて,ビームエネルギー,
Wedge角度,照射野サイズ毎における設定可能なMUの下
限を調べた.また照射野に関しては,非対称な形状の場合
についても併せて確認した.【結 果】 エネルギーや照
射野サイズが大きい程,またWedge角度が小さい程,設定
に必要なMU の下限は大きくなった.また照射野の中心
が,ビーム軸中心から離れると,設定に必要なMUの下限
は変動した.また照射野サイズによる変化,ビーム軸中心
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